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世界医師会シカゴ総会

今
回
の
総
会
に
は
50
医
師

会
及
び
赤
十
字
国
際
委
員
会

等
か
ら
約
４
０
０
名
が
出

席
。
日
本
か
ら
は
、
横
倉
会

長
、
松
原
謙
二
副
会
長
・
道

永
麻
里
常
任
理
事
・
角
田
徹

東
京
都
医
師
会
副
会
長
（
い

ず
れ
も
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
）
の
他
、

今
村
聡
副
会
長
、
石
川
広

己
・
鈴
木
邦
彦
・
羽
鳥
裕
・

釜

敏
・
温
泉
川
梅
代
・
市

川
朝
洋
各
常
任
理
事
、
福
田

稠
・
柵
木
充
明
・
平
松
恵

一
・
石
渡
勇
各
理
事
、
魚
谷

純
監
事
、
久
野
梧
郎
日
医
代

議
員
会
議
長
、
畔
柳
達
雄
参

与
、
日
医Junior Doctors 

Network

（
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ

Ｎ
）
の
医
師
３
名
等
が
参
加

し
た
。

13
日
の
総
会
式
典
に
は
、

日
医
及
び
都
道
府
県
医
師
会

の
役
職
員
等
総
勢
86
名
が
出

席
し
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
会
長
就
任
式

が
行
わ
れ
た
。

横
倉
会
長
は
、
①
全
力
を

尽
く
し
て
Ｗ
Ｍ
Ａ
会
長
の
職

務
を
務
め
る
②
医
師
の
名
誉

を
維
持
し
、
利
益
を
保
護
す

る
た
め
に
、
絶
え
間
な
く
努

力
す
る
③
Ｗ
Ｍ
Ａ
定
款
・
施

行
細
則
を
守
り
、
医
の
倫
理

の
国
際
綱
領
の
原
則
を
支
持

し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
の
精

神
を
達
成
す
る
た
め
に
自
身

と
自
身
の
職
位
を
捧
げ
、
医

の
実
践
に
お
け
る
自
由
を
擁

護
す
る
④
世
界
中
の
医
師
の

間
の
関
係
を
強
化
す
る
た
め

に
努
力
し
、
全
て
の
人
が
で

き
る
限
り
高
い
健
康
水
準
に

達
す
る
よ
う
支
援
す
る
と
同

時
に
、
医
師
の
崇
高
な
伝
統

を
維
持
す
る
こ
と
で
世
界
平

和
を
促
進
さ
せ
る

─
こ
と

を
宣
誓
し
た
後
、
ア
ー
デ
ィ

ス
・
ホ
ヴ
ェ
ン
Ｗ
Ｍ
Ａ
議
長

か
ら
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。

続
い
て
、
就
任
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
横
倉
会
長
は
、「
国

民
の
健
康
寿
命
を
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
に
ま
で
押
し
上
げ

て
き
た
わ
が
国
の
医
療
シ
ス

テ
ム
を
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
で
、
世
界
中
の
人
々
の
幸

福
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
す
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
、
地
域
の
医

療
課
題
に
つ
い
て
、
よ
り

真し

ん

し摯
に
耳
を
傾
け
、
解
決
に

向
け
た
Ｗ
Ｍ
Ａ
の
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
て
い
く
考
え
を

示
し
た
。

ま
た
、
１
９
６
０
年
代
に

シ
カ
ゴ
大
学
経
済
学
部
で
も

教
き
ょ
う
べ
ん鞭

を
と
っ
て
い
た
日
本
の

経
済
学
者
で
あ
る
故
宇
沢
弘

文
氏
の
言
葉
を
引
用
し
、「
医

療
が
『
世
界
全
体
の
社
会
的

共
通
資
本
』
と
な
る
こ
と
を

理
想
に
掲
げ
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
を
前

進
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
（
全
文
は
２
面

参
照
）。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言

の
改
訂
案
を
採
択

14
日
に
行
わ
れ
た

総
会
で
は
、
「
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
」

の
現
代
版
と
し
て
、

１
９
４
８
年
に
開
催

さ
れ
た
第
２
回
Ｗ
Ｍ

Ａ
総
会
で
採
択
さ
れ

た
「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣

言
」
の
改
訂
案
が
採

択
さ
れ
た
。

今
回
の
修
正
は
、

患
者
と
医
師
の
関

係
、
医
師
同
士
の
関

係
が
こ
こ
数
十
年
に

わ
た
っ
て
変
化
し
て

き
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
的
な

考
え
は
変
え
ず
、
①
「
医
師

の
誓
い
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
を
付
記
②
患
者
の
オ
ー

ト
ノ
ミ
ー
（
自
己
決
定
）
の

尊
重
、
教
師
、
同
僚
、
学
生

の
間
に
お
け
る
双
方
向
の
尊

敬
と
敬
意
の
明
示

─
な
ど
が
具
体

的
な
見
直
し
点
と

な
っ
て
い
る
（
和

文
は
、
後
日
、
日

医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
予
定
）。

ま
た
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
お
い
て
、

若
手
の
医
師
が
待

遇
改
善
と
国
民
の

健
康
を
守
る
た

め
、
十
分
な
医
療

費
を
求
め
て
ハ
ン

ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ

を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
憂
慮
し
、
そ
の
解
決
を

求
め
る
緊
急
決
議
を
採
択
。

次
期
会
長
に
関
し
て
は
、
選

挙
の
結
果
、
イ
ス
ラ
エ
ル
医

師
会
の
レ
オ
ニ
ー
ド
・
エ
イ

デ
ル
マ
ン
会
長
を
選
出
し
た
。

更
に
、
横
倉
会
長
は
Ｗ
Ｍ

Ａ
会
長
と
し
て
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
と

国
際
軍
事
医
学
委
員
会
、
国

際
製
薬
医
学
会
と
の
協
力
関

係
を
定
め
た
覚
書
に
調
印
を

行
っ
た
。

そ
の
他
、
総
会
開
催
期
間

中
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
医
師
会

連
合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
）
加
盟

医
師
会
参
加
者
と
の
懇
談
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
各
医
師

会
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し

た
。総

会
に
お
け
る
主
な
採
択

文
書
並
び
に
議
事
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
医
の
倫
理
関
係

○
医
学
教
育
の
質
の
保
証

に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
宣
言
（
シ

カ
ゴ
宣
言
）

○
強
制
肛
門
検
査
の
禁
止

に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
決
議

○
専
門
職
内
の
い
じ
め
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
声
明

（
２
）
社
会
医
学
関
係

○
武
力
闘
争
に
お
け
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
声
明

○
医
療
用
大
麻
に
関
す
る

Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明

○
医
学
教
育
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
声
明
修
正

○
紛
争
の
最
中
や
紛
争
直

後
に
お
け
る
各
国
医
師
会
の

協
力
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明

○
エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
／
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ

声
明○

養
子
縁
組
の
搾
取
防
止

に
お
け
る
医
師
の
役
割
に
関

す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明

○
健
康
と
気
候
変
動
に
関

す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
宣
言
修
正

（
３
）
財
務
企
画
関
係

一
、
今
後
の
開
催
日
程

２
０
１
８
年
：
理
事
会
４

月
リ
ガ
（
ラ
ト
ビ
ア
）、
総

会
10
月
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
（
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
）

２
０
１
９

年
：
理
事
会

４
月
サ
ン
テ

ィ
ア
ゴ
（
チ

リ
）、

総
会

10
月
ト
ビ
リ

シ
（
ジ
ョ
ー

ジ
ア
）

※

総

会

は
、

当
初
、

ト
ル
コ
の
イ

ス
タ
ン
ブ
ー

ル
で
開
催
予

定
で
あ
っ
た

が
、
ト
ル
コ

の
社
会
情
勢

を
鑑
み
、
安

全
が
確
認
さ

れ
る
ま
で
無

期
限
に
延
期

す
る
こ
と
を

決
定
。
１
年

の
前
倒
し
に

よ
り
ジ
ョ
ー

ジ
ア
で
開
催

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

２
０
２
０
年
：
理
事
会
４

月
ポ
ル
ト
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）、

総
会
（
開
催
地
未
定
）

２
０
２
１
年
：
理
事
会
４

月
（
開
催
地
未
定
）
、
総
会

10
月
北
京
あ
る
い
は
上
海

（
中
国
）（
審
議
中
）

※
総
会
は
、
中
国
医
師
会

が
一
つ
の
中
国
政
策
の
下
に

台
湾
医
師
会
の
名
称
変
更
を

求
め
て
い
る
こ
と
を
懸
念

し
、
両
医
師
会
の
直
接
対
話

に
よ
る
状
況
の
打
開
を
求
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
０
２
２
年
：
理
事
会
４

月
（
開
催
地
未
定
）
、
総
会

10
月
ベ
ル
リ
ン
（
ド
イ
ツ
）

二
、
新
規
加
盟
医
師
会

ベ
リ
ー
ズ
医
師
会
、
パ
キ

ス
タ
ン
医
師
会
の
加
盟
が
認

め
ら
れ
、
加
盟
医
師
会
は
１

１
４
と
な
っ
た
。

（
４
）
学
術
集
会

「
卒
前
医
学
教
育
に
お
け

る
質
の
保
証
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
講
演
並
び
に
四
つ
の

地
域
に
分
か
れ
て
の
討
議
が

行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
は
、
「
学
生
に

十
分
な
教
育
を
す
る
た
め
の

教
員
、
教
職
員
が
不
足
し
て

い
る
」
「
医
療
の
営
利
化
が

進
ん
で
い
る
」
等
に
対
し
て

懸
念
が
示
さ
れ
た
他
、
医
療

の
質
を
確
保
す
る
た
め
に
も

各
国
の
医
師
会
の
役
割
、
生

涯
教
育
の
重
要
性
を
指
摘
す

る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　世界医師会（以下、WMA）シカゴ総会が10月11日から
14日にわたってアメリカのシカゴで開催され、横倉義武会
長が第68代世界医師会長に就任した。
　日本人でWMA会長に就任するのは、故武見太郎元日医会
長、故坪井栄孝元日医会長以来、3人目となる。

委員会に参加する日医役員

宣誓する横倉会長

日本からの参加者と



日 医 ニ ュ ー ス 第1348号（2）平成29年11月5日〔第3種郵便物認可〕

偉
大
な
る
英
知
、
経
験
、
功

績
を
持
つ
皆
さ
ま
の
前
で
、
第

68
代
世
界
医
師
会
長
就
任
の
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
こ
と

は
、
私
の
生
涯
で
最
も
晴
れ
が

ま
し
く
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
ひ
し
と
感
じ

る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
人
類
の
健
全
な
生
存

の
た
め
、
そ
し
て
世
界
医
師
会

の
発
展
の
た
め
に
、
与
え
ら
れ

た
責
務
を
万
難
を
排
し
て
全
う

す
る
こ
と
を
ま
ず
、
皆
さ
ま
に

お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

手
医
師
の
育
成
が
不
可
欠
で

す
。国

、
宗
教
、
民
族
、
人
種
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、言
葉
を
超
え
て
、

目
の
前
に
病
ん
だ
人
が
い
れ

ば
、
わ
が
身
を
顧
み
ず
に
尽
く

す
医
師
。

高
度
な
医
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
に

生
き
る
人
々
の
人
生
の
向
上
に

深
く
携
わ
れ
る
医
師
。

そ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に

応
じ
た
若
手
医
師
の
育
成
に
、

最
大
限
の
力
を
注
い
で
い
き
ま

す
。

世
界
医
師
会
の
使
命

世
界
は
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
に
よ
り
、
医
療
を
取
り

巻
く
問
題
も
、
国
境
を
越
え
て

大
き
く
立
ち
は
だ
か
り
、
そ
の

解
決
手
段
と
し
て
世
界
医
師
会

が
果
た
す
役
割
は
日
に
日
に
大

き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

世
界
医
師
会
は
、
こ
う
し
た

困
難
を
乗
り
越
え
て
、
広
範
囲

な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
世
界
中
の

医
療
関
係
者
が
緊
密
な
連
携
を

保
つ
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
世
界
医
師
会
長
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
、
地
域

の
医
療
課
題
に
つ
い
て
、
よ
り

真し

ん

し摯
に
耳
を
傾
け
、
解
決
に
向

け
た
世
界
医
師
会
の
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

終
わ
り
に

最
後
に
、
私
の
考
え
る
医
療

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
１
９
６
０
年
代
に

シ
カ
ゴ
大
学
経
済
学
部
で
教

き
ょ
う
べ
ん鞭

を
と
っ
て
お
ら
れ
た
日
本
の
経

済
学
者
で
あ
る
故
宇
沢
弘
文
先

生
の
言
葉
の
中
に
あ
り
ま
し

た
。宇

沢
先
生
は
、
全
て
の
人
々

が
豊
か
な
生
活
を
営
み
、
魅
力

あ
る
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の

社
会
的
装
置
を
「
社
会
的
共
通

資
本
」
と
呼
び
ま
し
た
。

自
然
環
境
や
道
路
・
水
道
・

電
気
・
教
育
な
ど
と
同
様
に
、

医
療
を
そ
の
一
つ
と
位
置
づ
け

た
の
で
す
。

宇
沢
先
生
は
、
講
演
で
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

『
社
会
的
共
通
資
本
と
し
て

の
医
療
と
言
う
時
、
（
中
略
）

社
会
を
構
成
す
る
全
て
の
人
々

が
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
か
れ
て
い

る
経
済
的
、
社
会
的
条
件
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
時
社
会
が
提

供
で
き
る
最
高
の
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
制
度

的
、
社
会
的
、
財
政
的
条
件
が

用
意
さ
れ
て
い
る
』（
「
社
会
的

共
通
資
本
と
し
て
の
医
療
」
平

成
21
年
度
日
医
医
療
政
策
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
特
別
講
演
）。

そ
し
て
、
社
会
的
共
通
資
本

と
し
て
の
医
療
の
成
立
後
は
、

そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

ル
ー
ル
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は

私
達
医
師
に
と
っ
て
は
厳
し
く

も
、そ
れ
以
上
に
や
り
が
い（
栄

誉
）
の
あ
る
ル
ー
ル
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

宇
沢
先
生
の
言
葉
で
す
。

『
教
育
も
医
療
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
業
的
専
門
家
が
職
業
的

なdiscipline

（
規
範
）
に
基

づ
い
て
、
そ
し
て
社
会
の
全
て

の
人
達
が
幸
福
に
な
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
、
職
業
的
な
営
為
に

従
事
す
る
こ
と
』（
『
人
間
の
経

済
』宇
沢
弘
文
著
、
新
潮
新
書
）。

医
療
の
本
質
、
言
い
換
え
れ

ば
、
あ
る
べ
き
医
療
の
姿
が
こ

こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
医
療
が
「
世
界
全
体

の
社
会
的
共
通
資
本
」
と
な
る

こ
と
を
理
想
に
掲
げ
、
世
界
医

師
会
を
前
進
さ
せ
て
参
り
ま

す
。

課
題
も
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
人
生
に
積

極
的
関
与
を
続
け
て
い
く
健
康

長
寿
社
会
、
人
命
を
尊
重
す
る

社
会
を
つ
く
り
出
さ
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
各
国
が
将
来
対
処

す
べ
き
大
き
な
課
題
で
す
。

国
民
皆
保
険

日
本
の
健
康
寿
命
を
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
に
ま
で
押
し
上
げ

た
わ
が
国
の
医
療
シ
ス
テ
ム
の

背
景
と
し
て
は
、
「
国
民
皆
保

険
」の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

世
界
が
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
高
齢
社
会
を
「
安
心
」
へ
と

導
く
モ
デ
ル
も
ま
た
「
国
民
皆

保
険
」
に
あ
る
と
私
達
は
確
信

し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
戦
後
急
速
な
発
展

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
「
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
」た
め
の「
国

民
皆
保
険
」
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。日

本
の
国
民
皆
保
険
を
基
盤

と
す
る
医
療
シ
ス
テ
ム
は
、

『Lancet

（
ラ
ン
セ
ッ
ト
）』
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
銀
行
か

ら
も
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル

ス
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）」

の
「
世
界
的
模
範
」
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
達
成
は
、

２
０
１
５
年
９
月
25
日
、
国
連

の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（SDGs

）」
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
過
去
50
年
以
上
に

わ
た
る
わ
が
国
の
国
民
皆
保
険

の
経
験
に
基
づ
く
実
績
を
踏
ま

え
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
分
野
で
の
日

本
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
も
こ
の

優
れ
た
医
療
シ

ス
テ
ム
を
世
界

に
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
世

界
中
の
人
々
の

幸
福
の
実
現
に

貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

災
害
・
公
害

対
策次

に
、

災

害
・
公
害
対
策

に
つ
い
て
お
話

し
い
た
し
ま

す
。日

本
に
は
、
自
然
災
害
や
大

気
汚
染
な
ど
と
闘
っ
て
き
た
長

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
高
度
経

済
成
長
期
の
大
気
汚
染
や
公
害

の
発
生
時
に
は
、私
達
医
師
は
、

患
者
の
発
見
、
原
因
の
特
定
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
の
時
に
は
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
（
日
本
医
師
会
災
害
医
療

チ
ー
ム
）
を
組
織
し
、
全
国
か

ら
医
療
関
係
者
お
よ
そ
１
万
人

を
被
災
地
に
派
遣
し
、
医
療
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

更
に
、
わ
が
国
で
開
催
さ
れ

る
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
、
専
門
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
集
団
災
害
へ
の
対
策
も
講

じ
て
き
ま
し
た
。

苦
難
は
受
け
入
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
解
決
に
向
け
て

前
進
で
き
る
も
の
で
す
。

私
達
は
、
過
去
の
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
事
象
に
お
け
る
経
験
を

力
に
、
そ
し
て
知
恵
に
変
え
る

こ
と
で
前
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
、
世
界

医
師
会
の
活
動
を
通
じ
て
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
染
症

次
は
、
感
染
症
に
つ
い
て
で

す
。日

本
に
は
結
核
の
患
者
を
減

少
さ
せ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
結
核
の
流
行
に
悩
む
国
に

対
し
て
、
私
達
の
経
験
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
は
新
興
感
染
症
の
対
策

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
11
月
に
は
、「
第

２
回
世
界
獣
医
師
会
─
世
界
医

師
会
〝One Health

〟
に
関
す

る
国
際
会
議
」
を
福
岡
で
開
催

し
ま
し
た
。

医
師
と
獣
医
師
が
〝One 

Health

〟
の
理
念
の
下
に
英
知

を
結
集
す
る
こ
と
で
、
更
な
る

感
染
症
対
策
が
推
進
さ
れ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

若
手
医
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

未
来
に
向
け
て
　
若
手
医

師
の
育
成

時
代
は
刻
々
と
変
化
し
て
い

ま
す
。

医
療
を
取
り
巻
く
問
題
も
、

地
球
規
模
で
次
々
と
姿
を
変

え
、
複
雑
に
変
化
し
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
課
題
に
真し

ん

し摯
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
若

日
本
医
師
会
の
使
命

こ
れ
ま
で
日
医
か
ら
は
私
を

含
め
て
３
人
の
会
長
が
世
界
医

師
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
日
医
は
、
日
本
の
医
師
を

代
表
す
る
組
織
と
し
て
、
国
民

の
健
康
を
守
る
と
と
も
に
、
時

に
は
政
府
や
与
党
と
緊
密
に
連

携
し
な
が
ら
日
本
の
医
療
が
正

し
い
方
向
に
進
む
た
め
の
提
言

を
し
て
お
り
ま
す
。

加
盟
医
師
会
の
中
で
、
私
達

の
よ
う
に
国
の
医
療
政
策
自
体

に
関
与
し
貢
献
す
る
医
師
会
は

少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
世
界

医
師
会
に
加
盟
す
る
多
く
の
医

師
会
か
ら
の
日
医
に
対
す
る
高

い
評
価
は
幸
甚
の
至
り
で
あ
り

ま
す
。

私
の
原
点

さ
て
、
私
が
昨
年
10
月
に
開

催
さ
れ
た
世
界
医
師
会
台
北
総

会
に
お
き
ま
し
て
、
世
界
医
師

会
長
に
立
候
補
い
た
し
ま
し
た

の
は
、
一
つ
の
強
い
思
い
に
よ

る
も
の
で
す
。

そ
れ
は
「
日
本
の
国
民
健
康

寿
命
を
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に

ま
で
押
し
上
げ
た
、
わ
が
国
の

医
療
シ
ス
テ
ム
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

広
く
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た

い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

本
日
は
、
こ
の
思
い
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

一
つ
は
私
の
原
点
か
ら
く
る

思
い
で
す
。

私
は
、
福
岡
県
高
田
村
と
い

う
村
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

元
は
無
医
村
だ
っ
た
こ
の
土
地

に
軍
医
だ
っ
た
父
が
小
さ
な
診

療
所
を
建
て
た
の
で
す
。

目
を
閉
じ
る
と
、
父
と
母
の

姿
が
浮
か
び
ま
す
。
父
は
、
病

に
苦
し
む
人
が
い
れ
ば
、
誰
で

も
快
く
受
け
入
れ
ま
し
た
。
感

染
症
の
啓
発
に
も
力
を
入
れ
、

常
に
地
域
住
民
の
健
康
状
態
の

把
握
に
努
め
る
医
師
で
し
た
。

母
は
、
治
療
費
の
払
え
な
い
患

者
の
た
め
に
自
ら
の
着
物
を
売

っ
て
薬
代
に
変
え
る
よ
う
な
人

で
し
た
。

こ
う
し
た
両
親
の
背
中
を
見

て
育
っ
た
私
は
、
「
目
の
前
に

病
ん
だ
人
が
い
れ
ば
、
わ
が
身

を
顧
み
ず
に
尽
く
す
」
と
い
う

医
療
の
精
神
を
日
々
の
生
活
の

中
で
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

医
師
は
「
人
を
診
る
」
こ
と

が
仕
事
で
す
。
そ
し
て
、
誕
生

か
ら
死
を
迎
え
る
ま
で
寄
り
添

い
、
よ
り
健
や
か
な
人
生
を
患

者
と
共
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
に
あ
っ
て
医
師
と

し
て
働
く
父
を
思

い
出
す
時
、
「
医

療
の
原
点
」
が
こ

こ
に
あ
る
と
い
う

気
持
ち
を
新
た
に

す
る
の
で
す
。

現
在
に
目
を
転

じ
る
と
、
医
療
を

取
り
巻
く
状
況

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）、

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

等
の
急
速
な
発
達

と
そ
の
利
活
用
に

よ
り
、
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、「
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
」

に
あ
る
「
人
類
へ

の
奉
仕
に
自
分
の

人
生
を
捧
げ
る
こ
と
を
厳
粛
に

誓
う
」
と
い
う
「
医
療
の
原
点
」

に
立
ち
戻
り
、
こ
う
し
た
進
歩

す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
安
全
か

つ
有
効
に
医
療
に
応
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
世
界
は
ス
ピ
ー
ド
の

違
い
こ
そ
あ
れ
、
高
齢
社
会
と

い
う
大
変
革
期
に
突
入
し
て
い

ま
す
。
日
本
は
世
界
に
先
駆
け

て
、
２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世

代
が
75
歳
と
な
り
爆
発
的
な
超

高
齢
社
会
に
突
入
し
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
医
療
分
野
に
お
け
る

世界医師会長
  就任あいさつ

（全文）
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　横倉先生の世界医師会長ご就任誠におめでとうございます。
　健康保険法が制定された1922年からわが国の公的医療
保険制度の歴史が始まり、約100年掛けて世界に冠たる制
度に発展し、わが国は世界一の長寿国になりました。一方、わが国は世界一速
いスピードで高 化が進み、それにより制度維持に困難を生じるなど、今世界
が直面する問題に、いち早く取り組んできました。
　このような公的医療保険分野での多くの経験を有する国として、わが国は世
界医師会が目的とする「世界の全ての人々を対象にしたヘルスケアの実現に努め
ながら人類に奉仕する」との目的に沿って多くの貢献ができるものと思います。
　このたび、横倉先生が世界医師会長に就任されることは、日本の医療提供者
全ての誇りであるとともに、そのような貢献の推進につながるものと確信いたし
ます。横倉先生の日医会長としての指導力と手腕が、国際社会でも遺憾なく発
揮され、医学教育・医学・医術及び医の倫理における国際的水準を、大きく高
められることを期待するものです。世界を舞台に大任を全うされることを心から
ご祈念申し上げます。

医学教育・医学・医術及び医の倫理に
おける国際水準の向上に期待

日本歯科医師会長　堀 憲郎
　横倉先生、世界医師会長ご就任おめでとうございます。
　世界の114の国と地域の医師会が加盟する世界医師会
の会長として世界の全ての人々の健康と安全を守るお仕事は、私どもには想
像もできないような巨大なものと推察いたします。先生の卓越したリーダー
シップを十二分に発揮して頂くことを期待しています。
　第二次世界大戦終了後間もなくの1947年にスタートした世界医師会は、
世界大戦の反省から、世界平和を基本に全地球人の健康と安全を目指したも
のと推測します。そして、その後70年間、我々は比較的平和な年月を享受
してきていると言えます。しかし、近年の政治経済は安心して見ていられな
いのではと不安を感じています。医療は人類の最も基本の権利を守ることを
目指していると考えます。今の地球上の課題に対して、医療の特殊性を生か
して課題解決に向かっていく世界医師会のリーダーとなって頂くことを願っ
ています。

横倉義武先生の
世界医師会長ご就任を祝して

日本医学会長　門田 守人

　横倉会長、世界医師会長へのご就任誠におめでとうござ
います。AMEDを代表して心よりお祝い申し上げます。
　多剤耐性菌の克服や発展途上国におけるNon-Communicable Diseases
の問題など、医療を取り巻くグローバルな課題解決には国際協力による研究
開発と患者さんへの成果の還元が不可欠ですが、社会、宗教、死生観の違い
に加えて、異なる職種の人々の間の意思疎通の難しさが、あらゆるR&D（研
究開発）の阻害要因（バルカニゼーション）になっていることを痛感する毎
日です。
　我々がそのような壁の克服のための試金石として2年前にスタートさせた
IRUD（未診断疾患イニシアチブ）診断体制構築についてのご相談の際にも、
横倉会長を始め日医の先生方に多大なご協力を頂きました。
　横倉先生が世界医師会を牽引し、世界の患者さんのためにご尽力され、グ
ローバルな医療の課題を克服されることを願ってやみません。今後ともご協
力のほどよろしくお願い申し上げます。

「バルカニゼーション」の克服を
期待して

日本医療研究開発機構（AMED） 理事長　末松 誠
　このたびは、世界医師会長へのご就任、おめでとうござ
います。
　わが国の急激な高 化の進展は、医療ニーズの増大をも
たらすと同時に、社会保障制度の基盤の脆

ぜいじゃく

弱化ももたらしています。このよ
うな困難の多い局面においても、横倉会長には、医療界のトップリーダーと
して、医療専門職を牽引して頂いており、また、看護に関わる問題について
もご見識深く、ご理解を頂いていることに感謝いたします。
　目下、社会保障制度改革が進められていますが、効率性や負担と給付の考
え方に強く切り込んでいる点で、従来の政策と色が異なっているようです。
ここで改めて、私達医療専門職は、常に安心・安全で効果的な医療であるこ
とに注力しなければならないと強く思います。
　政策推進に関わる医療専門職団体として、共に、子どもも高 者も、誰も
が安心して生活・療養できる社会の実現に力を尽くしたいものです。そして、
わが国のその経験、知見を力に世界をより良い方向に牽引されることを期待
し、世界医師会長としてのご活躍を祈念いたします。

安心・安全で効果的な医療を
共に推進する医療専門職として

日本看護協会長　福井 トシ子

　このたび、横倉会長が世界医師会の会長にご就任されま
したことを、心よりお祝い申し上げます。横倉会長には何
度もお目にかかっておりますが、iPS細胞研究について深いご理解を賜り、
また、「全面的に支援したい」との心強いお言葉を頂きました際には、大変
感激しましたことを覚えております。
　今日、iPS細胞技術やゲノム編集、人工知能を始めとする新たな科学技術
が目覚ましい進展を遂げております。これらは医療の進歩を促進すると同時
に、医療現場においては新たな課題に直面することになると予想されます。
従来の保健医療や高 化に伴う課題に加え、医学教育・医学・医術及び医の
倫理の向上を進めてこられました世界医師会の果たす役割は、更に大きく、
重要なものになると思います。
　日本医師会においても存分に発揮してこられました横倉会長のリーダーシ
ップの下に、世界医師会が中心となり、人類の健康と幸福にますます貢献さ
れますことを祈念申し上げます。

人類の健康と幸福に
ますますの貢献を

京大iPS細胞研究所長・教授　山中 伸弥
　横倉会長の世界医師会長ご就任おめでとうございます。
現在でも日医の会長として、わが国の医療提供体制を牽引
するリーダーとして、ご多忙な日々に加えて、更に世界を視野にした活動が
スタートすることになります。
　さて、世界保健機関（WHO）の主催する世界医療者会議（WHPA）では、
医師、歯科医師、看護師と並んで、私ども薬剤師もグローバルな視点で医薬品
の適正使用を通じて、人々の健康な生活や医療提供体制の確保に取り組むと
しています。わが国の医療制度は世界的に見てもハイレベルにあり、世界中の
医療職種にとって課題とされる「Universal Health Coverage」に関して
は、その解決に向けた手本となるものと確信しています。こうした中で、横
倉会長が世界医師会の会長に就任されたことは、時宜を得たことと思います。
　日本から世界へ、想像を超えた激務と存じますが、ご健康には更なるご留
意をされ、世界に向けて日本の医療体制のすばらしさを発信されますよう願
っております。

世界に向けて日本の医療体制の
すばらしさの発信を

日本薬剤師会長　山本 信夫
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「
超
高
齢
社

会
で
あ
る
わ

が
国
に
お
い

て
は
、
脳
血

管
障
害
の
発

症
予
防
と
発

症
後
対
策
は

極
め
て
重
要

な
課
題
と
な

っ
て
い
る
が
、

近
年
、
救
急

搬
送
体
制
の

整
備
や
検
査

機
器
の
発
達

に
よ
り
、
早

期
に
明
確
な

病
変
を
発
見

す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ

た
。
疾
病
の
早
期
発
見
は
か

か
り
つ
け
医
の
役
割
と
し
て

も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
最

新
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ

け
、
日
々
の
診
療
に
役
立
て

て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
の
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時

改
定
や
、
今
後
策
定
さ
れ
る

第
７
次
医
療
計
画
と
第
７
期

介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計

「脳血管障害  診療のエッセンス」を
                                   テーマに開催

第61回社会保険指導者講習会

画
に
お
い
て
、
か
か
り
つ
け

医
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
強
調
。
「
日
医
と

し
て
も
、
か
か
り
つ
け
医
機

能
に
か
か
る
取
り
組
み
や
成

果
を
正
し
く
評
価
し
、
医
師

の
技
術
を
始
め
、
医
療
の
基

本
で
あ
る
〝
人
〟
に
対
し
て

更
な
る
手
当
て
を
行
う
よ

う
、
政
府
与
党
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

鈴
木
俊
彦
厚
労
省
保
険
局

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

２
日
間
に
わ
た
っ
て
、
脳
血

管
障
害
の
疫
学
と
危
険
因

子
、
脳
梗
塞
の
超
急
性
期
治

療
、
脳
血
管
障
害
の
血
管
内

治
療
の
進
歩
、
脳
血
管
障
害

の
外
科
的
治
療
の
現
状
等
に

関
す
る
講
演
と
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。

２
日
目
の
午
後
に
行
わ
れ

た
厚
労
省
関
係
の
講
演
で

は
、
ま
ず
、
迫
井
正
深
厚
労

省
保
険
局
医
療
課
長
が
、「
平

成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
て
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。同

課
長
は
、
入
院
医
療
体

制
に
つ
い
て
、
入
院
患
者
の

将
来
推
計
の
デ
ー
タ
で
は
、

高
齢
化
に
よ
り
肺
炎
や
心
疾

患
、
脳
血
管
疾
患
が
増
え
る

一
方
、
悪
性
新
生
物
は
そ
れ

ほ
ど
増
え
な
い
と
の
予
測
が

あ
る
こ
と
に
言
及
し
、
「
こ

の
よ
う
な
実
態
を
正
確
に
把

握
し
、
将
来
を
考
え
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
」
と

し
た
。

か
か
り
つ
け
医
の
機
能
に

つ
い
て
は
、
「
か
か
り
つ
け

医
と
い
う
と
〝
病
気
の
主
治

医
〟
と
の
認
識
が
多
い
が
、

そ
れ
以
外
に
も
か
か
り
つ
け

医
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は

非
常
に
大
き
い
」
と
指
摘
。

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
も
つ

医
師
は
一
般
診
療
所
に
所
属

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
し

て
、
一
般
診
療
所
の
果
た
す

役
割
に
対
す
る
期
待
感
を
示

し
た
。

遠
隔
診
療
に
つ
い
て
は
、

「
対
面
診
療
が
大
原
則
だ
が
、

遠
隔
診
療
の
技
術
を
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
今
後
、
必
ず

使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
技
術
で
あ
り
、
理
解
を

得
な
が
ら
、
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
導
入
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
武
田
俊
彦
厚
労

省
医
政
局
長
が
「
地
域
医
療

構
想
の
実
現
に
向
け
て
」
と

題
し
て
講
演
。

同
局
長
は
、
ま
ず
、
日
本

の
高
齢
化
に
つ
い
て
、
日
本

の
人
口
の
推
移
を
示
し
な
が

ら
、
「
高
齢
化
の
進
展
に
は

地
域
差
が
あ
る
が
、
首
都
圏

を
始
め
と
す
る
都
市
部
を
中

心
に
高
齢
者
数
が
増
加
し
て

い
る
」
と
説
明
。
そ
の
上
で
、

「
人
口
構
成
に
対
応
し
た
医

療
提
供
体
制
を
再
構
築
す
る

た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
医
療

需
要
に
対
応
し
た
病
院
の
あ

り
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
地
域
医
療
構
想
と

病
院
機
能
報
告
制
度
に
つ
い

て
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
が

生
じ
て
い
る
」
と
指
摘
。
病

院
機
能
報
告
は
、
地
域
に
お

い
て
医
療
機
関
が
〝
担
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
機
能
〟、

■■■■■■■■
『
超
高
齢
社
会
に
お
け
る

  

か
か
り
つ
け
医
の
た
め
の

適
正
処
方
の
手
引
き
』を
作
成

10
月
18
日

鈴
木
邦
彦
常
任
理
事
は
、

日
医
が
、
日
本
老
年
医
学
会

の
協
力
の
下
、
『
超
高
齢
社

会
に
お
け
る
か
か
り
つ
け
医

の
た
め
の
適
正
処
方
の
手
引

き
』
の
第
一
弾
と
し
て
、
総

論
に
当
た
る
「
１
．
安
全
な

薬
物
療
法
」
を
、
薬
物
有
害

事
象
を
防
ぐ
た
め
の
処
方
の

考
え
方
を
中
心
と
し
て
作
成

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

初
め
に
同
常
任
理
事
は
、

世
界
に
類
を
見
な
い
超
高
齢

社
会
を
迎
え
て
い
る
わ
が
国

で
は
、
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な

場
で
、
将
来
に
わ
た
り
国
民

皆
保
険
を
維
持
す
る
た
め
の

検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

が
、
特
に
、
高
齢
者
の
薬
物

療
法
に
お
い
て
は
、
高
齢
化

に
伴
う
薬
物
動
態
の
変
化
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
疾
患
を

抱
え
る
た
め
に
生
じ
る
多
剤

併
用
の
問
題
、
ま
た
、
薬
の

飲
み
忘
れ
や
、
薬
の
服
用
に

介
助
が
必
要
に
な
る
と
い
っ

た
生
活
上
の
問
題
な
ど
、
複

数
の
問
題
が
絡
み
合
い
複
雑

化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
な
い
と
指
摘
。
こ
の
状
況

で
、
か
か
り
つ
け
医
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
は
、
「
患
者

一
人
ひ
と
り
の
病
態
を
把
握

し
、
適
正
な
処
方
を
す
る
こ

と
だ
」
と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
５
剤
な
い
し

６
剤
以
上
の
投
与
を
一
律
に

問
題
視
す
る
向
き
も
あ
る

が
、
実
際
に
は
３
種
類
で
問

題
が
起
き
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
治
療
上
10
種
類
必
要
な

場
合
も
あ
り
、
本
質
的
に
は

そ
の
中
身
が
重
要
だ
と
し
た
。

ま
た
、
減
薬
に
よ
る
病
状

悪
化
も
あ
り
得
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は

患
者
ご
と
に
病
態
か
ら
生
活

ま
で
を
総
合
的
に
判
断
す
る

必
要
が
あ
り
、
今
回
の
手
引

き
で
は
、
高
齢
者
で
は
有
害

事
象
が
起
こ
り
や
す
い
こ
と

を
念
頭
に
、
減
ら
せ
る
場
合

に
は
減
薬
で
き
る
よ
う
、
日

本
老
年
医
学
会
の
「
特
に
慎

重
な
投
与
を
要
す
る
薬
物
の

リ
ス
ト
」
を
引
用
す
る
と
と

も
に
、
使
い
や
す
い
よ
う
に

「
代
表
的
な
商
品
名
」
を
追

加
し
た
と
説
明
。
「
か
か
り

つ
け
医
に
患
者
の
服
薬
管
理

を
行
う
際
の
参
考
資
料
と
し

て
、
活
用
し
て
頂
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

更
に
、
同
常
任
理
事
は
、

同
手
引
き
に
つ
い
て
、
今
後
、

日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
日
医
か
か

り
つ
け
医
機
能
研
修
制
度
の

応
用
研
修
会
の
資
料
と
し
て

も
活
用
し
て
い
く
考
え
を
示

し
た
他
、
記
者
か
ら
の
質
問

に
答
え
、
地
域
包
括
診
療
加

算
・
同
診
療
料
に
係
る
慢
性

疾
患
で
あ
る
「
高
血
圧
症
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
認

知
症
」
の
４
疾
病
の
処
方
に

つ
い
て
も
、
各
論
と
し
て
手

引
き
を
作
成
予
定
で
あ
る
と

し
た
。

第
61
回
社
会
保
険
指
導
者

講
習
会
（
日
医
・
厚
生
労
働

省
共
催
）
が
、「
脳
血
管
障
害　

診
療
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
10
月
４
、
５

の
両
日
、
日
医
会
館
大
講
堂

で
開
催
さ
れ
、
約
３
０
０
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。

羽
鳥
裕
常
任
理
事
の
司
会

で
開
会
。
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
横
倉
義
武
会
長
は
、

医
療
需
要（
病
床
の
必
要
量
）

の
推
計
は
、
地
域
に
お
け
る

〝
４
機
能
ご
と
の
患
者
発
生

量
〟
で
あ
る
と
解
説
し
た
上

で
、
「
誤
解
の
な
い
よ
う
に

進
め
て
欲
し
い
」
と
し
た
。

講
習
会
の
最
後
に
は
、
中

川
俊
男
副
会
長
が
、
地
域
医

療
構
想
の
最
近
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

同
副
会
長
は
、
病
床
機
能

報
告
制
度
に
つ
い
て
、
「
地

域
に
お
け
る
医
療
機
能
の
分

化
・
連
携
を
進
め
る
こ
と
が

目
的
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
医

療
機
能
を
選
択
し
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
診
療
報
酬
上
の

算
定
に
影
響
を
与
え
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
、
中
医
協

の
場
で
医
療
課
長
が
明
確
に

答
弁
し
て
い
る
」
と
強
調
。

更
に
、
同
副
会
長
は
、
各

医
療
機
関
が
自
主
的
に
定
性

的
に
報
告
す
る
病
床
機
能
報

告
と
、
一
定
の
仮
定
の
下
に

推
計
し
た
参
考
値
を
示
し
た

病
床
の
必
要
量
は
性
質
が
異

な
り
、
単
純
に
比
較
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
を
改
め

て
概
説
し
、
正
し
い
理
解
を

求
め
た
。

　ニュースポータルサイト「日医on-line」では定例記者会
見の映像等、さまざまな情報をご覧頂けるようになってい
ます。ぜひご活用下さい。

http://www.med.or.jp/nichiionline/



日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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訃
　
報

■
古
瀨
　
章
氏
（
元
日
医
理

事
）10

月
４
日
、
死
去
、
92
歳
。

通
夜
が
７
日
、
葬
儀
が
８
日

に
松
江
市
内
で
執
り
行
わ
れ

た
。
喪
主
は
ご
息
女
、
な
な

子
様
。

氏
は
大
正
13
年
島
根
県
の

出
身
。
昭
和
23
年
大
阪
高
等

医
学
専
門
学
校
卒
業
。
昭
和

44
年
古
瀨
眼
科
医
院
継
承
開

業
。島

根
県
医
師
会
常
任
理

事
・
副
会
長
・
会
長
を
経
て
、

平
成
６
年
４
月
か
ら
平
成
８

年
３
月
ま
で
日
医
理
事
を
１

期
務
め
た
。

平
成
６
年
に
勲
五
等
双
光

旭
日
章
を
受
章
し
て
い
る
。

　日本医師会年金（以下、医師年金）は、日医の福祉
事業の一環として、昭和43年に発足して以来、来年の
10月1日をもって、設立50周年を迎えることとなります。
この間、多くの会員よりご支持を頂き、約4万人の制度
加入者と5千億円を超える資産を有する、わが国有数の
私的年金に成長いたしました。
　つきましては、50周年を記念して、長年の感謝の意と
ともに、下記のロゴマークを策定いたしました。

　今後、医師年金のパンフレットを始め各種ご案内文
書に使用するなど、広く活用して参ります。
　また、50周年を期して、一層の制度の安定・拡充を
図り、より多くの皆様にご加入頂くよう、普及推進活動
にも注力していく所存ですので、よろしくお願いいたし
ます。

医師年金に関するお問い合わせ先
日本医師会　年金・税制課
03─3942─6487（直通）（平日9:30~17:00）

医師年金 50周年記念ロゴマーク
策定のお知らせ

平
成
29
年
度
日
医
総
研
セ

ミ
ナ
ー
が
「
生
命
倫
理
に
つ

い
て
─
終
末
期
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
─
」

を
テ
ー
マ
に
10

月
７
日
、
日
医

会
館
小
講
堂
で

開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
開
会

あ
い
さ
つ
で
横

倉
義
武
会
長

（
石
川
広
己
常

任
理
事
代
読
）

は
、
日
本
の
高

齢
化
の
状
況
を

説
明
し
た
上

で
、
人
生
の
最

期
の
時
間
を
ど

こ
で
、
ど
の
よ

う
な
医
療
・
ケ

ア
を
受
け
て
過

ご
し
た
い
の
か
、
か
か
り
つ

け
医
や
家
族
と
相
談
し
な
が

ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

こ
と
を
強
調
。

９
月
に
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア

大
洋
州
医
師
会
連
合
（
Ｃ
Ｍ

Ａ
Ａ
Ｏ
）
東
京
総
会
で
も
、

終
末
期
医
療
に
関
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
触
れ
、
「
終
末
期
医
療
に

対
す
る
考
え
方
は
個
別
的
で

多
様
で
あ
り
、
各
国
・
地
域

の
文
化
や
宗
教
、
慣
習
な
ど

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

諸
外
国
で
も
、
良
い
終
末
期

医
療
と
は
何
か
、
模
索
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
」
と

し
た
。

そ
の
上
で
、
10
月
に
就
任

す
る
世
界
医
師
会
長
と
し

て
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た

日
本
か
ら
世
界
に
向
け
て
、

終
末
期
医
療
の
あ
り
方
に
つ

い
て
更
な
る
議
論
を
提
起
し

て
い
き
た
い
と
の
姿
勢
を
示

し
た
。

続
い
て
、
３
題
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
終
末
期
─

臨
床
医
か
ら
み
た
ラ
ス
ト
ス

テ
ー
ジ
」
と
題
し
て
講
演
し

た
澤
倫
太
郎
日
医
総
研
研
究

部
長
は
、
積
極
的
安
楽
死
が

法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
オ

ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
、
い
く
つ

も
の
事
例
を
経
て
、
精
神
的

苦
痛
に
も
安
楽
死
が
認
め
ら

れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
概

説
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
オ

ラ
ン
ダ
に
は
、
（
１
）
個
人

の
自
己
決
定
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
で
あ
る
、
（
２
）
契
約

家
庭
医
が
存
在
す
る

─
と

い
う
安
楽
死
を
認
め
る
土
壌

が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

一
方
、
日
本
で
は

平
成
19
年
に
「
人
生

の
最
終
段
階
に
お
け

る
医
療
の
決
定
プ
ロ

セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成

27
年
名
称
変
更
）
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

の
、
積
極
的
安
楽
死
は
対
象

と
さ
れ
な
か
っ
た
要
因
と
し

て
、
家
族
と
の
つ
な
が
り
が

強
く
、
一
人
で
は
決
め
ら
れ

な
い
と
い
う
国
民
性
の
違
い

も
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
配
偶
者
の
終
末
期

に
遭
遇
し
た
経
験
と
し
て
、

37
歳
で
乳
が
ん
が
発
覚
、
42

歳
で
亡
く
な
っ
た
自
身
の
妻

の
症
例
を
紹
介
。
が
ん
が
全

身
に
転
移
し
た
状
態
で
あ
っ

て
も
最
期
ま
で
家
族
に
尽
く

し
た
妻
や
子
ど
も
達
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
臨
床
医
で
も
あ

る
自
ら
の
思
い
な
ど
を
述

べ
、
患
者
と
患
者
を
取
り
巻

く
家
族
・
友
人
そ
れ
ぞ
れ
の

終
末
期
が
あ
る
と
の
考
え
を

示
し
た
。

「
最
期
の
医
療　

決
め
る
、

伝
え
る
」
と
題
し
て
講
演
し

た
田
中
美
穂
同
主
任
研
究
員

は
、
厚
生
労
働
省
の
「
人
生

の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療

に
関
す
る
意
識
調
査
」
（
平

成
26
年
）
よ
り
、
自
分
の
終

末
期
に
つ
い
て
、
家
族
と
話

し
合
っ
て
い
る
の
は
一
般
国

民
の
４
割
で
、
事
前
指
示
を

持
っ
て
い
る
の
は
３
％
に
過

ぎ
な
い
と
し
た
。

ま
た
、
事
前
指
示
に
つ
い

て
は
、
患
者
が
全
て
の
状
況

を
想
定
し
て
指
示
す
る
こ
と

に
は
限
界
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
患
者
、
家
族
、
医
療
従

事
者
間
で
治
療
方
針
が
話
し

合
わ
れ
な
い
ま
ま
、
治
療
方

法
の
選
択
が
迫
ら
れ
る
な

ど
、
患
者
の
代
わ
り
に
決

定
・
同
意
す
る
家
族
の
負
担

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
ア
ド

バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
が
考
案
さ

れ
た
と
し
た
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
将

来
、
判
断
能
力
を
失
っ
た
場

合
に
備
え
て
、
今
後
の
治

療
・
療
養
に
つ
い
て
の
気
が

か
り
や
価
値
観
を
、
患
者
と

家
族
、
医
療
従
事
者
な
ど
が

共
有
し
、
ケ
ア
を
計
画
す
る

包
括
的
な
話
し
合
い
の
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
と
解
説
。
各
医

療
機
関
を
始
め
、
国
レ
ベ
ル

で
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て

い
る
現
状
に
つ
い
て
述
べ

た
。

「
終
末
期
医
療
の
中
止
の

許
容
性
：
わ
が
国
に
お
け
る

関
連
裁
判
例
の
分
析
」
と
題

し
て
講
演
し
た
前
田
正
一
同

客
員
研
究
員
・
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
教
授
は
、
末
期
医

療
関
連
で
警
察
介
入
が
な
さ

れ
た
ケ
ー
ス
を
時
系
列
に
沿

っ
て
説
明
。

最
終
的
に
起
訴
の
対
象
と

な
り
得
る
の
は
、
薬
物
投
与

な
ど
積
極
的
安
楽
死
の
ケ
ー

ス
で
あ
る
と
す
る
と
と
も

に
、
人
工
呼
吸
器
を
外
す
な

ど
治
療
中
止
の
ケ
ー
ス
は
、

回
復
の
見
込
み
の
な
い
末
期

状
態
に
あ
る
、
治
療
行
為
の

中
止
を
求
め
る
患
者
の
意
思

表
示
が
存
在
す
る
な
ど
、
一

定
の
要
件
の
下
に
許
容
さ
れ

る
と
の
判
決
（
横
浜
地
裁
平

成
７
年
３
月
28
日
）
が
出
て

い
る
こ
と
に
も
言
及
。
末
期

生
命
倫
理
に
つ
い
て

          
│
終
末
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
│

平
成
29
年
度
日
医
総
研
セ
ミ
ナ
ー

の
判
断
は
複
数
の
医
師
で
反

復
し
た
診
断
を
行
い
、
こ
れ

ら
の
記
載
を
行
う
こ
と
が
大

切
だ
と
し
た
。

中
止
の
対
象
と
な
る
措
置

は
、
薬
物
投
与
、
化
学
療
法
、

人
工
透
析
、
人
工
呼
吸
器
な

ど
治
療
措
置
の
全
て
で
あ

り
、
法
的
・
倫
理
的
・
社
会

的
に
問
題
と
さ
れ
な
い
た
め

に
は
、
一
定
の
基
準
（
要
件
）

を
満
た
す
こ
と
と
、
一
定
の

手
続
き
を
踏
襲
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
強
調
。
医
療
行
為

の
中
止
に
当
た
っ
て
は
、「
人

生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医

療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
従
い
、

多
専
門
職
種
の
医
療
・
ケ
ア

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
医
学
的

妥
当
性
と
適
切
性
を
基
に
慎

重
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と

し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。
参
加
者
は
97
名
で

あ
っ
た
。

「私は医師です」

日本医師会　電子認証センター 

─どのように医師であることを証明しますか？─

詳しくはホームページをご覧ください。
日本医師会　電子認証センター 検索

医師資格証は、厚生労働省
の定めるHPKIに準拠した
ICカードです。カードの提示
やICチップの使用により、現
実・電子両方の世界で「医師
である」ことを証明すること
ができます。
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海
外
に
行
く
と
、
「
勝
手

に
病
院
見
学
」
を
行
う
こ
と

が
あ
る
。
正
式
な
視
察
見
学

と
異
な
り
、
そ
の
地
域
の
医

療
事
情
が
有
り
の
ま
ま
に
見

え
て
面
白
く
、
幸
い
咎と

が

め
ら

れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

今
回
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
で

見
つ
け
た
少
々
古
い
が
、
ほ

ぼ
全
科
を
有
す
る
中
規
模
病

院
。ま

ず
は
、
何
食
わ
ぬ
顔
で

玄
関
ホ
ー
ル
へ
。
朝
か
ら
満

員
だ
が
、
酸
素
ボ
ン
ベ
を
背

負
い
、
車
椅
子
で
も
陽
気
な

雰
囲
気
に
満
ち
て
い
る
の
は

お
国
柄
か
。

次
に
環
境
チ
ェ
ッ
ク
。
受

診
者
の
動
線
は
難
解
だ
が
案

内
人
が
付
く
。
清
掃
の
行
き

届
い
た
共
有
部
分
は

素
晴
ら
し
い
が
、
な

ぜ
か
、
あ
ち
こ
ち
に

血
の
付
い
た
酒
精
綿

の
く
ず
入
れ
、
開
け
放
し
た

診
察
室
や
処
置
室
。
う
ー
む
、

な
る
ほ
ど
…
…
。

歩
き
回
る
だ
け
で
は
怪
し

ま
れ
る
の
で
椅
子
に
座
る

と
、
隣
の
老
婦
人
が
英
語
で

話
し
か
け
て
き
た
。
「
あ
な

た
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
？
」

か
ら
始
ま
り
、
次
に
「
で
、

何
の
病
気
？
」
と
聞
か
れ
て

一
瞬
、
言
葉
に
窮
し
た
ら
、

突
然
「
分
か
っ
た
！
　

あ
な

た
、
パ
ラ
サ
イ
ト
で
し
ょ
！

」

と
言
う
や
否
や
、
腕
を
摑つ

か

ん

で
病
院
職
員
の
と

こ
ろ
に
引
っ
張
っ

て
行
く
。

あ
〜
困
っ
た
。

初
め
て
、
捕
ま
っ
た
。
で
も

「
寄
生
虫
!?
」
っ
て
、
何
だ

ろ
う
？　

ち
ょ
っ
と
ヒ
ド
く

な
い
？　

と
、
し
ょ
げ
て
い

た
ら
職
員
は
、
「
あ
ら
、
迷

子
の
日
本
人
ね
」
と
優
し
く

出
口
に
導
い
た
。

現
地
ガ
イ
ド
氏
に
よ
る

と
、
か
の
地
で
は
パ
ラ
サ
イ

ト
を
寄
生
生
物
だ
け
で
な

く
、
迷
入
／
迷
子
な
ど
の
意

味
に
転
用
す
る
こ
と
が
あ
る

と
言
う
。

も
ち
ろ
ん
日
本
の
英
和
辞

典
に
は
な
い
用
法
。
し
か
し

ガ
イ
ド
氏
は
、
小
さ
な
声
で

付
け
加
え
た
。
「
最
近
で
は

失
業
中
の
若
者
が
、
手
厚
い

年
金
で
生
活
す
る
高
齢
者
に

対
し
て
陰
で
使
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
穏
や
か
な
ポ
ル
ト

ガ
ル
社
会
に
も
年
代
の
収
入

格
差
が
広
が
っ
て
き
ま
し

た
」
と
。

	

（
美
）

パ
ラ
サ
イ
ト
（parasite

）

日
本
医
師
会
認
定
産
業
医
制
度

生
涯
研
修
会

事
務
所
オ
ー
ク
ス
所
長
）

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
日
医
地
域
医
療
第
二
課

〔
〒
113
─

８
６
２
１　

東
京

都
文
京
区
本
駒
込
２
─

28
─

16　

03
─

３
９
４
６
─

２
１

２
１
（
代
）
〕

※
な
お
、
本
研
修
会
は
、
Ａ

班
・
Ｂ
班
（
各
50
名
ず
つ
）

に
分
か
れ
て
の
研
修
と
な
る
。

ま
た
、
本
研
修
会
を
受
講

す
る
と
、
生
涯
研
修
４
単
位

◆
主
催
：
日
医

◆
開
催
日
時
：
平
成
30
年
２

月
10
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
18
時
20
分

◆
場
所
：
日
医
会
館
大
講

堂
・
小
講
堂

◆
受
講
者
資
格
：
認
定
産
業

医◆
受
講
料
：
会
員
１
０
０
０

０
円
、
非
会
員
１
５
０
０
０

円
（
税
込
）

◆
申
込
方
法
：
申
込
用
紙
を

日
医
地
域
医
療
第
二
課
か
ら

入
手
す
る
か
、
日
医
認
定
産

業
医
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://jmaqc.jp/sang/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、

日
医
地
域
医
療
第
二
課
宛
て

に
送
付
願
い
た
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
話
で
の
受
け
付
け
は
不

可
）
。

◆
申
込
締
切
：
12
月
20
日

（
水
）
。
た
だ
し
、
定
員
（
１

０
０
名
）
に
な
り
次
第
締
め

切
る
。

◆
主
な
研
修
内
容
：

・
「
産
業
医
と
訴
訟
」
（
高
橋

正
俊
高
橋
正
俊
国
際
経
営
労

務
法
律
事
務
所
代
表
弁
護

士
）

・
「
治
療
と
就
労
の
両
立
支

援
」
（
城
戸
尚
治
城
戸
産
業

医
事
務
所
代
表
）

・
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
後

の
産
業
医
と
し
て
の
対
応

（
面
接
指
導
等
）
」
（
竹
田
透

労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
確
認
を

本
年
１
〜
11
月
初
め
に
掛

金
を
納
付
さ
れ
た
加
入
員
及

び
特
定
加
入
員
に
は
、
10
月

下
旬
、
社
会
保
険
料
控
除
証

明
書
を
送
付
し
た
の
で
、
確

認
を
お
願
い
し
た
い
。

国
民
年
金
基
金
の
掛
金

は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
忘
れ
ず
に
利
用
し
て
頂

き
た
い
。

ま
た
、
証
明
書
に
は
納
付

状
況
や
受
け
取
り
予
定
年
金

額
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
併
せ
て
確
認
を
お
願
い

し
た
い
。

な
お
、
初
回
の
掛
金
引
き

落
と
し
が
12
月
の
加
入
員
及

び
特
定
加
入
員
に
は
、
後
日
、

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が

送
付
さ
れ
る
の
で
、
し
ば
ら

く
お
待
ち
頂
き
た
い
。

─
◇

─

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

（
更
新
研
修
１
単
位
、
実
地

研
修
２
単
位
、
専
門
研
修
１

単
位
）
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

電子書籍アプリ

「日医Lib」の活用を
ニ チ イ リ ブ

　電子書籍配信サービス「日医Lib（日本医師会
e-Library）」のコンテンツは400を超えました。
　今後もその充実に努めていきますので、ぜひ、
ご活用下さい（登録方法等の詳細は、日医Lib
ポータルサイトまで）。

─『日医雑誌』特別号も読めます─

配信
コンテンツ
拡大中！
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愛媛県
松山市医師会報
第313号より

オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
ネ
コ

田
丁
　
貴
俊

兵庫県
兵庫県医師会報
№748より

究
極
の
選
択

間
島
　
毅
彦

山形県
山形市医師会たより
第574号より

日
め
く
り
暦

五
十
嵐
勝
朗

私
の
車
の
屋
根
は
布
製
で

あ
る
。
オ
ー
プ
ン
カ
ー
と
い

う
や
つ
で
あ
る
。

あ
る
日
、
職
場
の
駐
車
場

に
戻
る
と
、
そ
の
屋
根
に
白

い
動
物
の
毛
が
び
っ
し
り
つ

い
て
い
た
。
よ
く
よ
く
見
る

と
毛
は
白
一
色
で
は
な
く
、

白
と
茶
が
混
ざ
っ
て
い
る
。

フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
ド
ー
に
は

肉
球
の
足
跡
が
点
々
と
つ
い

て
い
た
。

こ
れ
は
ネ
コ
に
間
違
い
な

い
と
思
っ
た
。
ネ
コ
は
嫌
い

で
は
な
い
が
、
車
を
汚
さ
れ

る
の
は
困
る
。
ブ
ラ
シ
で
毛

を
取
ろ
う
と
し
た
が
、
な
か

な
か
う
ま
く
取
れ
な
い
。
週

末
に
時
間
を
か
け
て
奇
麗
に

し
た
が
、
月
曜
日
の
夜
に
は

ま
た
毛
だ
ら
け
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
１
週
間
放
っ

て
お
い
た
ら
屋
根
が
白
く
見

え
る
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。困

っ
た
時
に
は
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
粘
着
テ
ー

プ
で
ゴ
ミ
を
と
る
「
コ
ロ
コ

ロ
」
と
い
う
掃
除
道
具
を
見

つ
け
た
。
早
速
購
入
し
て
屋

根
を
コ
ロ
コ
ロ
し
て
み
た
。

す
る
と
、
面
白
い
よ
う
に
毛

が
取
れ
る
の
で
あ
る
。
ブ
ラ

シ
や
ハ
タ
キ
よ
り
は
る
か
に

簡
単
で
あ
る
。
あ
っ
と
い
う

間
に
奇
麗
に
な
っ
た
。
そ
れ

か
ら
は
帰
宅
前
に
コ
ロ
コ
ロ

す
れ
ば
、
朝
に
は
奇
麗
な
屋

根
で
通
勤
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
犯
人
を

見
つ
け
た
。
や
は
り
ネ
コ
で

あ
る
。
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

昼
寝
し
て
い
る
。
布
製
の
屋

根
の
フ
ワ
フ
ワ
し
た
感
じ
が

ハ
ン
モ
ッ
ク
の
よ
う
で
ネ
コ

に
好
ま
れ
る
の
だ
そ
う
で
あ

る
（
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
同

じ
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
オ
ー

プ
ン
カ
ー
乗
り
が
結
構
い

た
）
。

帰
宅
時
に
ま
だ
寝
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
つ
つ
い
て

み
た
が
、
チ
ラ
ッ
と
こ
ち
ら

を
見
る
だ
け
で
起
き
よ
う
と

し
な
い
。
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

た
ら
や
っ
と
下
り
て
く
れ

た
。
か
な
り
図
々
し
い
や
つ

で
あ
る
。

で
も
、
「
コ
ロ
コ
ロ
」
が

あ
れ
ば
い
く
ら
毛
が
つ
い
て

も
平
気
で
あ
る
。
昼
間
は
彼

の
べ
ッ
ド
と
し
て
愛
車
を
提

供
す
る
こ
と
に
し
た
。

や
が
て
、
当
院
の
建
て
替

え
工
事
が
始
ま
っ
た
。
私
が

使
っ
て
い
た
駐
車
場
は
真
っ

先
に
使
用
不
可
と
な
り
、
少

し
離
れ
た
駐
車
場
に
移
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
日
以
来
、

屋
根
に
ネ
コ
の
毛
が
つ
く
こ

と
は
な
く
な
っ
た
。
掃
除
の

手
間
は
無
く
な
っ
た
が
、
一

方
で
は
何
と
な
く
寂
し
く
も

感
じ
た
。
大
量
に
購
入
し
た

「
コ
ロ
コ
ロ
」
も
車
の
ト
ラ

ン
ク
に
詰
め
込
ん
だ
ま
ま
で

あ
る
。

そ
れ
か
ら
１
年
あ
ま
り
た

っ
た
あ
る
日
、
黒
い
屋
根
に

ま
た
白
い
毛
を
見
つ
け

た
！以

前
と
違
い
、
ず
い
ぶ
ん

長
い
毛
で
あ
る
。
ど
ん
な
や

つ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
矢

先
、
屋
根
の
上
に
白
い
塊
が

い
る
の
を
見
つ
け
た
。
や
は

り
ネ
コ
で
あ
る
。
毛
足
の
す

ご
く
長
い
、
高
級
キ
ャ
ッ
ト

フ
ー
ド
の
Ｃ
Ｍ
に
出
て
き
そ

う
な
ネ
コ
が
寝
て
い
る
の
で

あ
る
。

彼
（
彼
女
？
）
は
私
を
見

つ
け
る
と
近
く
の
家
に
逃
げ

込
ん
だ
。
前
の
や
つ
ほ
ど

図
々
し
く
は
な
い
よ
う
だ

が
、
や
は
り
、
毎
日
の
よ
う

に
毛
が
つ
き
始
め
た
。
布
製

の
屋
根
は
ネ
コ
に
人
気
の
よ

う
で
あ
る
。
再
び
「
コ
ロ
コ

ロ
」
が
活
躍
す
る
日
々
が
始

ま
り
、
そ
れ
が
楽
し
み
な
毎

日
で
あ
る
。

自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
に
住

ん
で
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
あ
る
。

あ
る
時
家
内
が
土
間
に
ゴ

キ
ブ
リ
粘
着
剤
を
仕
掛
け
た

ら
、
ゴ
キ
ブ
リ
に
、
ム
カ
デ
、

ヤ
モ
リ
、
サ
ワ
ガ
ニ
、
ヘ
ビ

が
掛
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
ど
の
順
番
で
入
っ
た
の

か
、
首
を
ひ
ね
っ
た
。

家
内
は
大
阪
の
育
ち
で
、

こ
ち
ら
に
引
っ
越
し
て
き
た

当
初
、
「
虫
が
多
い
の
で
嫌

い
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
最

近
で
は
、
鈴
虫
を
飼
っ
て
、

誰
よ
り
も
熱
心
に
世
話
を
し

て
い
る
。

私
は
虫
が
嫌
い
で
は
な
い

が
、
秋
の
よ
く
晴
れ
た
日
に
、

壁
に
カ
メ
ム
シ
が
び
っ
し
り

と
張
り
つ
き
家
の
中
ま
で
お

邪
魔
す
る
の
と
、
ム
カ
デ
が

居
候
し
て
い
る
の
は
、
何
と

か
な
ら
な
い
か
と
思
う
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
開
業
し

て
い
る
の
で
、
都
会
で
は
見

ら
れ
な
い
よ
う
な
症
例
が
あ

る
。

症
例
１

あ
る
秋
の
夜
更
け
、
患
者

さ
ん
か
ら
、
「
寝
て
い
た
ら

耳
に
虫
が
入
っ
た
の
で
診
て

下
さ
い
」
と
の
電
話
が
入
っ

た
。来

る
の
を
待
っ
て
い
る

と
、
玄
関
の
向
こ
う
か
ら
、

「
痛
い
！
　

う
る
さ
い
！
　

助

け
て

」
と
叫
び
声
が
聞
こ

え
る
。

入
っ
て
く
る
と
、
耳
を
手

で
ふ
さ
ぎ
、
苦
痛
で
顔
を
ゆ

が
め
、
ム
ン
ク
の
叫
び
の
よ

小
学
校
１
年
生
に
な
る
前

の
お
正
月
の
頃
の
こ
と
で
あ

る
。年

末
に
な
る
と
銀
行
や
近

所
の
お
店
か
ら
来
年
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
頂
い
た
。
銀
行
か

ら
頂
い
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の
絵

は
、
富
士
山
や
松
竹
梅
な
ど

の
お
め
で
た
い
も
の
が
多

く
、
近
所
の
お
店
か
ら
頂
い

た
カ
レ
ン
ダ
ー
の
絵
は
振
り

袖
姿
の
女
優
さ
ん
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
う
。

ど
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ど
の

部
屋
に
飾
る
か
は
親
が
決
め

た
。
子
ど
も
の
部
屋
に
は
絵

も
な
く
、
数
字
と
文
字
だ
け

の
殺
風
景
な
日
め
く
り
暦
だ

っ
た
。

印
刷
し
て
あ
る
の
は
日
に

ち
と
旧
暦
、
月
・
火
・
水
な

ど
の
七
曜
、
先
負
と
か
大
安

な
ど
の
六
曜
、
三
り
ん
ぼ
う

な
ど
の
選
日
、
干
支
、
そ
れ

に
金
言
な
ど
だ
っ
た
。

私
は
数
字
と
ひ
ら
が
な
し

か
読
め
な
か
っ
た
の
で
、
日

め
く
り
暦
は
全
く
面
白
み
が

な
か
っ
た
。
唯
一
関
心
が
あ

る
の
は
、
土
曜
日
は
水
色
の

紙
に
、
日
曜
日
は
赤
色
の
紙

に
、
祝
日
は
日
章
旗
が
印
刷

う
で
あ
っ
た
。
普
段
は
と
て

も
温
厚
な
お
ば
あ
さ
ん
で
、

い
つ
も
感
謝
、
感
謝
と
私
に

も
手
を
合
わ
せ
て
く
れ
る
よ

う
な
方
な
の
に
、
気
で
も
狂

わ
れ
た
の
か
と
心
配
し
た
ほ

ど
で
あ
っ
た
。

早
速
、
耳
を
の
ぞ
い
て
み

る
と
、
何
や
ら
黒
い
も
の
が

い
る
。
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
つ
ま

み
だ
す
と
、
あ
ま
り
の
臭
さ

に
絶
句
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
は
カ
メ
ム
シ
だ
っ
た
。

そ
の
瞬
間
お
ば
あ
さ
ん

は
、
急
に
ぱ
っ
と
表
情
が
明

る
く
な
り
、
私
に
手
を
合
わ

せ
て
下
さ
っ
た
が
、
こ
ち
ら

は
あ
ま
り
の
臭
さ
に
倒
れ
そ

う
で
あ
っ
た
。

今
ま
で
カ
メ
ム
シ
の
臭
い

は
何
度
も
嗅
い
だ
こ
と
は
あ

る
が
、
目
と
鼻
の
先
で
臭
い

を
嗅
い
だ
の
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
っ
た
。

症
例
２

夏
の
午
前
診
で
の
こ
と
。

よ
く
日
に
焼
け
た
、
小
太
り

の
中
年
男
性
が
来
院
さ
れ

た
。
「
柿
の
木
の
下
で
草
刈

り
を
し
て
い
た
ら
、
何
や
ら

虫
が
耳
の
中
に
入
っ
た
」
と

平
然
と
し
て
言
う
。

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
虫
の

足
が
４
～
５
本
動
い
て
い
る

の
が
見
え
る
。
ピ
ン
セ
ッ
ト

で
つ
か
も
う
と
し
て
そ
の
先

が
虫
の
足
に
触
れ
た
瞬
間
、

す
っ
と
奥
に
引
っ
込
む
。
敵

も
な
か
な
か
す
ば
し
こ
い
奴

だ
な
と
思
い
、
ピ
ン
セ
ッ
ト

を
ぐ
っ
と
奥
に
突
っ
込
み
引

き
ず
り
出
し
た
瞬
間
、
気
味

の
悪
い
も
の
が
目
の
前
に
現

れ
、
「
ワ
ー
」
と
絶
叫
し
、

不
覚
に
も
そ
い
つ
を
床
に
落

さ
れ
て
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。

ど
う
し
て
所
々
に
赤
色
や

水
色
の
紙
が
挟
ん
で
あ
る
の

か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
白

色
の
紙
が
圧
倒
的
に
多
い
の

で
、
そ
の
白
色
の
紙
が
重
要

で
そ
れ
以
外
の
水
色
や
赤
色

の
紙
は
必
要
が
な
い
と
考
え

て
全
部
破
い
て
捨
て
て
し
ま

っ
た
。

そ
の
結
果
、
土
曜
日
と
日

曜
日
と
祝
日
の
な
い
日
め
く

り
暦
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
見

つ
け
た
母
に
「
あ
な
た
の
部

屋
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
休
み

が
な
い
ね
」と
言
わ
れ
た
が
、

そ
の
意
味
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。大

人
に
な
っ
て
か
ら
外
国

に
旅
行
し
て
お
土
産
屋
さ
ん

に
入
っ
た
ら
、
そ
の
土
地
の

景
色
や
有
名
な
建
物
が
写
っ

て
い
て
数
字
は
小
さ
く
印
刷

さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
が
、
い

ず
れ
も
有
料
で
展
示
し
て
あ

っ
た
。

そ
れ
ま
で
は
カ
レ
ン
ダ
ー

は
買
い
求
め
る
の
で
は
な

く
、
無
料
で
頂
く
の
だ
と
理

解
し
て
い
た
の
で
驚
い
た
。

店
員
に
こ
れ
ら
の
カ
レ
ン
ダ

ー
の
使
用
目
的
を
聞
く
と
、

部
屋
を
美
し
く
飾
る
た
め
で

あ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

こ
の
ご
ろ
は
日
本
で
も
、

有
名
な
画
家
の
絵
が
印
刷
さ

れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
が
本

屋
さ
ん
や
文
具
屋
さ
ん
な
ど

で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
日
め
く
り
暦

を
見
掛
け
な
く
な
っ
た
。
毎

日
忙
し
く
て
カ
レ
ン
ダ
ー
を

め
く
る
時
間
も
な
く
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

�

（
一
部
省
略
）

と
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
男
性
は
、
床
に
落
ち

た
そ
い
つ
を
見
て
「
何
だ
、

ム
カ
デ
か
。
咬
ま
れ
な
く
て

よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
立
ち

去
っ
た
。

今
ま
で
ム
カ
デ
は
何
度
も

見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
目
と

鼻
の
先
で
見
た
の
は
初
め
て

の
経
験
だ
っ
た
。

私
は
寿
命
が
縮
む
か
と
思

っ
た
が
、
そ
の
男
性
は
何
と

平
静
な
の
だ
ろ
う
と
、
呆
気

に
と
ら
れ
て
い
る
と
、
当
院

の
看
護
師
が
ピ
ン
セ
ッ
ト
を

持
っ
て
き
て
４
～
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
る
ム
カ
デ
を
さ
っ
と
つ

か
み
、
熱
湯
処
理
を
し
て
く

れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
。

そ
し
て
彼
女
は
こ
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
た
。

「
も
し
耳
の
中
に
、
ど
ち

ら
か
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た
ら
、
カ
メ
ム
シ
と

ム
カ
デ
、
ど
ち
ら
が
い
い
で

す
か
？　

究
極
の
選
択
で
す

ね
」
と
。

考
察医

学
書
に
は
、
耳
の
中
に

入
っ
た
虫
を
取
る
場
合
、
虫

を
オ
リ
ー
ブ
油
な
ど
の
油
や

エ
ー
テ
ル
な
ど
で
殺
し
て
か

ら
取
る
よ
う
に
、
そ
う
し
な

い
と
虫
が
暴
れ
鼓
膜
を
傷
つ

け
る
危
険
が
あ
る
、
と
書
か

れ
て
い
る
。
た
だ
し
カ
メ
ム

シ
や
ム
カ
デ
に
も
当
て
は
ま

る
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ

る
。
ま
た
、
耳
掃
除
は
熱
心

に
し
な
い
方
が
、
虫
が
入
ら

な
く
て
良
い
よ
う
で
あ
る
。

結
論究

極
の
選
択
は
、
私
な
ら

断
然
ム
カ
デ
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
平
然
と
し
て
い
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
咬

ま
れ
な
け
れ
ば
の
話
だ
が
。



日 医 ニ ュ ー ス 第1348号（8）平成29年11月5日〔第3種郵便物認可〕

　日医では、日医会員を含むユニットが出演する、チャリティを目的と
した「第4回医師たちによるクリスマス・チャリティコンサート」を開催
する。
　都道府県・郡市区等医師会のご協力の下、出演希望を募ったところ、
定数を大きく上回る応募があり、選考の結果、出演ユニットが決定した。
　ついては、皆さまにご鑑賞頂きたく、ぜひお申し込み願いたい。

日時：12月10日（日）12：00開場・12：30開演
場所：日医会館1階大講堂
入場料：無料（当日、会場にて募金を募る）
　※�集まった募金は、国境なき医師団日本（認定NPO法人）及び難
病の子どもや家族を支援する団体等への寄付を予定している。
申込方法：鑑賞希望者は、日医ホームページ（メンバーズルーム）

から専用申込用紙をダウンロードするか、必要事項〔①郵便番号②住
所③氏名④参加人数⑤電話番号⑥FAX番号（FAXで申し込みをする方
のみ）〕を漏れなくご記入の上、｢クリスマス・チャリティコンサート
鑑賞希望｣ と明記し、FAX、メール、郵送のいずれかの方法により申
し込み願いたい。
　申し込みされた方には、11月上旬より順次、入場券（はがき）を送
付する。ただし、希望者が多数の場合は先着順とし、定員になり次第
締め切る。
申込締切：12月5日（火）必着

【出演ユニット】（合計8組）※出演順
＜クラシック部門＞4組

奏歌 <SOUKa>（兵庫県）
山口 慶子（宮城県）
OASIS（宮崎県）
DUO ニシムラ（愛媛県）
＜ポピュラー部門＞4組

Nossa Bossa Nova（神奈川県）
FO’s 2（広島県）
＆ So On（福岡県）
Liebe Parze（岐阜県）

【オープニング・アクト】JYONIN～マハヤナ学園撫子園の皆さんと～
【プロゲスト】山形 由美（フルーティスト）
【司会】濱中 博久（元NHKアナウンサー）

申し込み・問い合わせ先：
日医年金 ･ 税制課　クリスマス・チャリティコンサート係
03-3942-6487（直）　平日9：30~17：00
03-3942-6503
xmascc@po.med.or.jp

〒113-8621　東京都文京区本駒込2-28-16
※未就学児童の入場は、ご遠慮下さい。

書
籍
紹
介

看
取
る
あ
な
た
へ

終
末
期
医
療
の
最
前
線

で
見
え
た
こ
と

細
谷
亮
太　

他
著

に
、
我
々
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
状
況
を
設

定
し
、
最
新
の
神
経
化
学
的

方
法
を
用
い
て
行
っ
た
動
物

実
験
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。ス

ト
レ
ス
時
の
脳
の
変
化

を
測
定
し
た
結
果
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
た
、
「
心
理
的
な

ス
ト
レ
ス
は
繰
り
返
す
と
増

強
さ
れ
る
」
「
解
放
さ
れ
て

も
ス
ト
レ
ス
反
応
は
す
ぐ
に

止
ま
ら
な
い
」
な
ど
の
知
見

が
詳
細
に
示
さ
れ
て
お
り
、

興
味
深
い
。

動
物
実
験
と
は
言
え
、

我
々
人
間
の
ス
ト
レ
ス
対
策

に
参
考
と
な
る
部
分
も
多

く
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
心
と
体

を
守
る
た
め
に
は
何
を
す
れ

ば
良
い
の
か
考
え
る
上
で

も
、
大
変
参
考
に
な
る
一
冊

ホ
ス
ピ
ス
、
緩
和
ケ
ア
、
在

宅
で
の
看
取
り
に
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
17
人
の
医
師
・

看
護
師
ら
が
執
筆
。
多
く
の

死
か
ら
何
を
感
じ
、
学
ん
だ

の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
学
び

は
、
看
取
り
の
現
場
に
、
自

身
の
生
き
方
に
、
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
が

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
死
生
学
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
島
薗
進
氏
と

湘
南
中
央
病
院
在
宅
診
療
部

部
長
の
奥
野
滋
子
氏
に
よ
る

終
末
期
医
療
に
つ
い
て
の
対

談
や
、
東
日
本
大
震
災
を
き

っ
か
け
と
し
て
誕
生
し
、
近

年
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
機
会
の
多
い
臨
床
宗
教

師
に
つ
い
て
の
金
田
諦
應
氏

（
日
本
臨
床
宗
教
師
会
副
会

長
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

も
収
載
さ
れ
て
い
る
。

迫
り
来
る
多
死
社
会
に
向

け
て
、
医
療
従
事
者
は
も
ち

い
た
こ
と
も
、
本
書
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
、
佐
賀
藩
主
鍋
島

直
正
公
が
藩
医
学
校
好
生
館

を
設
立
し
、
西
洋
医
学
を
必

修
と
し
て
、
わ
が
国
初
の
医

師
免
許
制
度
を
創
設
し
た
こ

と
な
ど
、
そ
の
先
進
的
な
業

績
も
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
や

デ
ー
ニ
ッ
ツ
な
ど
、
好
生
館

で
活
躍
し
た
外
国
人
医
師
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
文
献
的
考
察
も

な
さ
れ
て
お
り
、
佐
賀
県
の

医
学
史
と
し
て
貴
重
な
文
献

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日

本
の
医
学
史
の
一
端
を
知
る

上
で
も
不
可
欠
な
出
版
物
と

言
え
る
。

定
価　

１
６
２
０
円（
税
込
）

販
売　

佐
賀
新
聞
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ０

９
５
２
─

２
８
─

２
１
５

２

術
・
処
置
・
投
薬
・
注
射
・

放
射
線
治
療
等
）
⑥
ク
リ
ニ

カ
ル
パ
ス
（
治
療
工
程
）
⑦

予
後
と
療
養
（
医
学
管
理
、

在
宅
療
養
）
⑧
医
療
費
の
具

体
例
ま
で
、
診
療
の
全
て
の

過
程
を
ト
ー
タ
ル
に
解
説
し

て
い
る
。

病
気
に
関
す
る
解
説
書
は

多
数
あ
る
が
、
診
療
の
実
際

を
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
や
予

後
・
療
養
、
医
療
費
ま
で
ト

ー
タ
ル
に
解
説
し
た
書
籍
は

少
な
く
、
医
療
機
関
ス
タ
ッ

フ
に
と
っ
て
は
臨
床
の
実
用

解
説
書
と
し
て
、
ま
た
、
患

者
・
家
族
に
と
っ
て
は
病
気

と
診
療
を
理
解
す
る
た
め
の

診
療
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
の
常
備

書
籍
と
し
て
役
立
つ
一
冊
と

な
っ
て
い
る
。

定
価　

２
５
９
２
円（
税
込
）

発
行　

医
学
通
信
社

03
─

３
５
１
２
─

０
２
５
１

と
言
え
る
。

定
価　

１
６
２
０
円
（
税
込
）

発
行　

講
談
社

03
─

５
３
９
５
─

４
４
１
５

ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
読
者
に

も
薦
め
た
い
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

１
６
２
０
円
（
税
込
）

発
行　

河
出
書
房
新
社

03
─

３
４
０
４
─

１
２
０
１

ス
ト
レ
ス
の
脳
科
学

─
予
防
の
ヒ
ン
ト
が
見

え
て
く
る
─田

中
正
敏　

著

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
と

言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
心
と

体
の
全
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
る
脳
が
ス
ト
レ
ス
を

受
け
た
時
、
ど
の
よ
う
な
変

化
を
見
せ
る
の
か
。
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
未
だ
解
明
さ
れ

て
い
な
い
部
分
も
多
い
。

本
書
は
、
長
年
に
わ
た
り
、

著
者
が
久
留
米
大
学
医
学
部

薬
理
学
教
室
の
協
力
の
下

本
書
は
、
論
文
投
稿
誌
『
新

薬
と
臨
牀
』
（
医
薬
情
報
研

究
所
）
に
お
い
て
連
載
さ
れ

た
「
私
の
死
生
学
・
死
生
観

─

医
療
者
か
ら
医
療
者
へ
、

そ
し
て
患
者
へ
─
」
を
書
籍

化
し
た
も
の
で
あ
る
。

自
身
の
〝
死
生
観
〟
に
つ

い
て
、
日
本
対
が
ん
協
会
会

長
の
垣
添
忠
生
氏
を
始
め
、

本
書
は
、
幕
末
・
明
治
期

の
佐
賀
の
医
人
１
２
０
余
の

業
績
を
紹
介
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
幕
末
の
伊
東
玄

朴
、
相
良
知
安
、
佐
野
常
民

は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

日
本
で
最
初
に
牛
痘
接
種
に

成
功
し
た
楢
林
宗
建
な
ど
、

数
多
く
の
医
人
が
活
躍
し
て

佐
賀
医
人
伝

─
佐
賀
の
先
人
た
ち
か

ら 

未
来
へ
の
贈
り
物
─

佐
賀
医
学
史
研
究
会　

編

本
書
は
、
内
科
、
外
科
、

婦
人
科
、
小
児
科
、
皮
膚
科
、

眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
精
神

科
な
ど
、
24
の
診
療
科
の
専

門
医
81
名
が
総
力
を
挙
げ
て

執
筆
し
た
解
説
書
で
あ
る
。

日
常
診
療
の
大
部
分
を
占

め
る
主
要
疾
患
、
全
１
０
１

疾
患
の
①
原
因
②
症
状
③
予

防
法
を
解
説
し
た
上
で
、
④

診
断
法（
検
査
・
画
像
診
断
・

病
理
診
断
）
⑤
治
療
法
（
手

身
近
な
病
気
が
よ
く
わ

か
る！

病
気
＆
診
療　

完
全

解
説
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

１
０
１
疾
患
の
診
断
・

治
療
か
ら
費
用
ま
で

東
京
逓
信
病
院　

編
著

11月1日は「いい医療の日」
い い いりょう

日医では、11月1日を「いい医療の日」として、より良い医療
の構築に向けて、国民の皆さんと考える日とすることを提案
しています。 （日本記念日協会から認定を受けました）
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